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あとがき
　本特集「IgA 腎症のすべて：最新の診断法と治療」
では，IgA 腎症に関する最新の知見とその臨床応用
について，基礎・臨床の両面から幅広く取り上げま
した。IgA 腎症は 1968 年に Berger らによって初め
て報告されて以来，世界中で最も頻度の高い原発性
糸球体腎炎として認知されてきました。特に日本で
は，腎生検施行例の中で最も多く診断される疾患で
あり，腎臓医にとって極めて身近である一方，その
病態は依然として謎に包まれている部分も多くあ
ります。
　しかし，近年の研究により，その病態理解は劇的
な進展を遂げています。ガラクトース欠損 IgA1

（Gd—IgA1）に代表される糖鎖異常，自己抗体との
免疫複合体形成，補体系の関与など，多段階的な免
疫異常に基づく「マルチヒット仮説」は，IgA 腎症
の全体像を包括的に捉える有力な枠組みとなりま
した。さらに，粘膜免疫異常や Toll—like receptor

（TLR）を介した自然免疫の活性化，腸内細菌叢と
の関連，骨髄に定着する IgA 産生細胞など，疾患の
発症・進展に関わる新たなメカニズムが次々と明ら
かになってきています。
　これに伴い，治療の在り方にも大きな変化が訪れ
ています。従来の対症療法中心のアプローチから，
病因に直接介入する疾患修飾型治療への移行が本
格化しており，SGLT2 阻害薬，budesonide，エンド
セリン受容体拮抗薬，さらには補体阻害薬や
BAFF／APRIL を標的としたバイオ製剤の臨床応用
が進んでいます。リスク層別化や個別化医療の必要
性もこれまで以上に高まり，診断・治療のいずれに
おいても精緻な戦略構築が求められています。
　本特集では，IgA 腎症の基礎から臨床応用に至る
までの現状と展望を整理し，今後の診療の指針とな
ることを目指しました。ご執筆いただいた諸先生方
のご尽力に心より感謝申し上げるとともに，本特集
が日常診療や研究の一助となり，読者の皆様にとっ
て有益な知見を提供できたなら幸いです。
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